
日本史授業の一試案
ー近代日本と社会インフラー

大江和 彦

開国後，明治初年に派遣した海外使節は欧米の先進的文化を日本にもたらす契機となり，諸外国に肩

を並べる近代化をめざす日本にとって，特に社会インフラの整備は焦眉の急であった。公共の福祉を目

的としさまざまな分野で明治政府が推進したインフラ整備は，社会的経済基盤と生産基盤形成において

大きな役割を果たした。歴史学習における一般的授業展開方法としての政治史や社会経済史などに偏る

ことなく，歴史的視点と同時代的視点を習得する総合的歴史学習実践のため，政治や経済を支えた社会

インフラをテーマとして日本史Aの一授業を提案する。

1 . はじめに
年金制度の実質的崩壊は，高齢者のみならず実年世代

の人々に将来への不安を抱かせる原因となっている。し

かし，ストレスや不安なく生活できるために必要なもの

は，十分な年金だけではない。高度経済成長時代に建設

・整備された建物や道路などのインフラが老朽化する現

代において，その修理や維持にかかる膨大な時間や費用，

今後の治安維持・災害など将来的なリスクヘの対策など

も考慮しなければならない。戦後80年以上が経過し，医

学の進歩・教育の普及・インフラの整備が進み，現代社

会は「超高齢社会」となった。私たちは，少子高齢化が

進む現代社会において，安心して個のための人生を充実

して生きるために「水」を例とする社会インフラは常に

整備されなければならないのである。そこで，国民の健

康と福祉の保持増進のために欠かせない「水」，特に「上

水道」の歴史における人間の知恵と工夫を学ぶことを通

じて，将来的にもそれを守り，発展させることの重要性

の理解・認識に焦点を絞り，日本史授業の一試案とする。

2. 「上水道」普及の歴史
上水道の歴史は大きく三つの時期に分類できる。

① 「上水道」…比較的水質のよい川の水を江戸市中まで

石樋や木樋で送り，井戸から汲み上げて飲料水や生活

用水として使用する。取水→送水→配水のシステム。

② 「浄水上水道」…比較的水質のよい川の水を緩速ろ過

という微生物を使って浄水し，圧力を加えて各家庭に

送り，飲料水や生活用水として使用する。取水→送水

浄水→配水のシステム。

③ 「殺菌上水道」…比較的水質のよい川の水をろ過した

後，液体塩素を微量投入して殺菊し，圧力を加えて各

家庭に送り，飲料水や生活用水として使用する。取水

→送水→浄水→殺菌→配水のシステム。

現代は法律によって水道水中の塩素濃度が一定以上の

規準をクリアしていなければならないが，もともと液体

塩素は高濃度で殺傷力のある化学兵器として開発された

ものであり， 1922年に初めて水道水に混ぜての使用され

はじめたのである。では，誰が，なぜ液体塩素を飲料水

にもなる水道水に混ぜることを考えたのか。明治時代の

乳幼児死亡率の高さは細賄感染による病気が原因である

ことを知り（細菌学に明るい），第一次世界大戦中に開

発され末使用のまま液体塩素が大量に在庫として存在す

ることを知り（陸軍と近い関係），防疫の必要性を痛感

し東京市中の水道に液体塩素を投入する権力を持ってい

た人物は，一人しかいない。その人物こそが「大風呂敷J

と椰楡された後藤新平である。彼は，行政医として日露

戦争で活躍し，台湾民政長官として衛生所等医療普及と

その効果を体験し，後に東京市長となったのである。「殺

菌上水道」の普及は乳幼児死亡率を著しく低下させ， 日

本が長寿国へ飛躍するきっかけをつくったのである。

3 評価基準と本時の主題
0関心・意欲・ 態度

• 自分たちの身近に存在する水に目を向け，水道普及の

ために整備された制度や方法・ 内容にみられる大きな

社会的意図に興味• 関心をもつことができる。

O思考・判断

・問題の根底にある課題を認識し，当時のさまざまな立

場の人間の社会的要求を考え，解決の方策を考えるこ

とができる。

O資料活用の技能・表現

・グラフ等を分析し，現象の発生理由や問題解決のため

の方策を表現することができる。

O知識・理解

・「水」を通じて政治・経済・文化が縦断的•横断的に連携

し，社会生活基盤が整備されてきたことを理解する。

◎上水道の整備の歴史学習を通じて，社会インフラの発

展の経緯と重要性を理解する

◎超高齢社会を迎えた日本で価値ある第 2の生を生きる

ため，社会インフラの整備・充実は重要な下部構造と

なることを理解する
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